
   
 
　令和７年度　学 校 評 価 表　（Ａ：十分できている　Ｂ：概ねできている　Ｃ：やや不十分である　Ｄ：良くない　Ｅ：わからない（評価できない）       　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県立浜田水産高等学校 
   

 
   　■生徒の将来の幸せのために支援および指導し、生徒が成長できる学校 

校　訓 自　律　  敬　愛　  進　取  　　　目指す学校像 　■実践的な水産教育を行い、社会の形成者として有為な人材を育成する学校 
　［スクールミッション］ 　■産官学と連携し、水産・海洋関連産業や地域産業に貢献する学校 

　■地域と協働し、地域の担い手の育成等、地域の期待に応える学校

                     　　　    評　　価　　計　　画                                          自　己　評　価                     外　部　評　価

   担当    学校関係者評価  
 重点目標 短期(本年度)努力目標 目標達成のための方策 及び 取組と達成状況 評 価 改　　善　　策 11名 提　言 ・ コ　メ　ン　ト 

主管                               達成度 
A B C Ｄ Ｅ

1. ①わかりやすく、きめ細 ・新学習指導要領に対応した適切な学習 教務 ・漢計英テストに再テストを取り入れ、生徒は点  ・教科担当と協議し、生徒の成功体験に    ●学校重点目標１について 
わかる・でき 　やかな授業を実践し、 　評価を行う。  　数を意識するようになり、個別指導ができたが、   Ｂ 　繋がるようなテストにしていきたい。  10  １  
る授業の展開 　基礎学力の定着および ・新しい学習ツールに対応した適切な授 各科 　学力の定着まではいかなかった。        ・個に応じたきめ細やかな指導ができてい
  　学力の向上を図る。 　業を行い、定着を図る。      　ると思うので、努力をお願いしたい。 
  ・生徒の実態をふまえ、ＩＣＴ等を有効 ・改善策について、②認識を高めるために

　活用し、全ての生徒が「わかる」指導 　は、具体的にどのような取り組みを行う
②一人一台端末を有効に 　方法を工夫する。 教務 ・全職員が学習ツールとして、端末を利用できて  ・「使えている」という認識をもっと高    　のか、③個人差の改善を図るため、どの
　活用した学習指導を展 ・学習方法や見通しを具体的に示し、成  　いると感じた。    　める必要がある。「より高度に使えて  10 １ 　ような改善を図るのか、より具体的に示
　開する。 　長が実感できる授業内容や学習評価を 各科 ・総合実習時には、電子黒板・ホワイトボード・ 　Ｂ 　いる（ｽｸｰﾙﾀｸﾄ・生成AI等）」を目指し 　したほうが良い。 

　工夫する。 　生徒端末を使用し分かりやすく伝え、フィード 　たい。 ・生徒に寄り添い、丁寧に少しでも主体的
・授業を大切にさせ、課題提出などの学 　バックもしやすいように行った。 　な学びになるよう工夫されていると思　
　習に関する約束を守らせる。 　う。 

・取り組み内容や達成状況はわかる。でき
③学習指導要領に基づい 教務 ・スクールタクトや Classroom を使って、課題や  ・計画性や学習意欲に個人差が見られる   　る授業の展開は評価する。 
　た、適切な授業と学習  　授業に取り組みやすい工夫を行った。    　ので、来年度は漢字計算英語テスト等 10  １ ・生徒へ授業の理解度についてアンケート
　評価を実施する。また、 各科 ・ルビ振りや定期試験時の読み上げなど合理的配  　への取り組み方を通して改善を図りた 　をとる。 
　その点検・改善を行い 　慮により、支援の必要な生徒に達成感があった。 　Ｂ 　い。 ・ＩＣＴへの理解度が判別できる指標があ
　ながら、より良い授業 ・学習評価について、紙ベースでの提出を行い、 　れば良い。 
　を作っていく。 　今まで以上に学習評価に対して意識してもらう  
 　ことができた。  

●学校重点目標２について 
 

2. ①生徒の自己理解の促進 ・生徒会が主体となり、あいさつ運動等 生指 ・保健委員会の活動を通して、生徒主体の情報発  ・外部講師を招いてのがん教育や保健室     ・学校に伺う機会が度々あるが、生徒から
社会人として 　と自己有用感の育成を 　の活動を企画させる。  　信に努めた。   Ｂ＋ 　来室等の問診等で集団・個別指導を継 １ ９  １ 　いつも気持ちいい挨拶をしてくれる。 
必要な資質の 　図り、前向きな学校生 ・服装・頭髪・携帯電話等のルールを守 保健 ・部活動については、部員不足により満足のいく 　続していきたい。    ・生徒指導の部分は知り得ない部分がある
育成と基本的 　活に繋げる。 　らせる。  　活動ができない部活動も存在しているが、顧問 ・部活動お活性化を図るために、各部活 　ので、評価はできないが、訪問すればき
生活習慣の確 ・生徒自身が心身の健康問題に気づき適  　が工夫しながら指導したおかげで、有意義な活 　動からの様々な要望に応えていきたい。 　ちんと挨拶をしてくれる。 
立 　切に対応できるように支援する。  　動になっている。  ・乗船実習時における指導の充実（挨拶・

・登下校時の交通指導や警察と連携し交 　服装・返事の徹底）を期待する。実習生
　通安全教室を実施する。 　の安全確保を図るうえでも重要と考え　

②傾聴する姿勢を身につ ・部活動の活性化を図る。 生徒 ・生徒会が主体となり、あいさつや正しい言葉づ  ・あいさつや言葉づかいについては普段     　る。 
　け、他者と良好な人間 ・あいさつや時間厳守、身の回りの環境  　かいができるようになるための企画は実行でき  　の授業や教育活動全体を通して指導し  ６ ４ １  
　関係を構築しようとす 　整備など社会人として必要な脂質の育 　ませんでした。   Ｃ 　ていきたい。     
　る態度を育成する。 　成を図る。 ・あいさつや時間厳守などは多くの生徒は良好で      

　あったが、一部の生徒で登校時間を守れない生    ●学校重点目標３について 
③あいさつ、返事を大切 　徒がいた。     
　にし、コミュニケーシ    ・SuiSuiトークで話をした１年生からは
　ョン能力の育成を図る。 　しっかりした将来の職業に関する目標を

　持っていた。 
④身だしなみ、時間を守 生徒 ・年度当初に教員と生徒のルールについての共通  ・服装について、次年度は年度当初に教    ・漁師（遊漁船業）になりたいという意見
　る、場に相応しい行動  　理解を図る予定でしたが、うまくできなかった。   Ｂ 　員と生徒の共通理解がはかれるように  ９ ２ 　が複数あったのが新しい発見であった。 
　をとるなど、ルール、 ・衣替えを撤廃したことにより、冬服のチェック 　示す。   ・できるだけ地元、県内に就職して地域を
　マナーを守る態度を育 　ができなかったことがあった。 ・生徒主体での交通安全に関する活動を 　盛り上げていただきたいと思う。多様な
　成する。 ・今年度初めに警察による交通安全教室を実施し、 　企画していきたい。 　情報が届くようお願いしたい。 

　生徒の交通安全に対する意識向上を図ることが ・課題が明確でないため、改善策が抽象的
　できた。 　な内容になっているように思えます。 

・浜田水産高校の生徒の卒業後の進路・職
　業・地域・家庭生活とどのように繋がる

3. ①生徒の個性や適性、能 ・資格試験用教材の更新と充実を図り、 進路 ・ガイダンスの実施業者を変えてみたが、本校の  ・部内で検討して、実施業者を再度検討    　のかが、可視化され、整理されるとなお
望ましい勤労 　力に応じた計画的なキ 　指導のための環境を向上させる。  　生徒に合っているかどうか疑問が残った。   Ｂ 　する。 １ 10  　良い。 
観および将来 　ャリア教育を推進する。 ・生徒に目的意識を持たせ、資格取得率 各科 ・各テストや作文指導の結果および教員からの情 ・生徒が自身の現状と身につけるべき力    ・資格取得の状況（結果）がわかる一覧表
を見据えた実  　の向上を目指す。 　報を把握して就職。進学指導に活かすことで合 　を自覚するためにキャリアパスポート  　を作成する。 
力の育成と進  ・地元企業セミナーやインターンシッ　 　格へ繋げることができた。 　の充実を図っていく。 ・将来を見据えたキャリア教育は企業セミ
路指導の充実  　プ、企業訪問やバスツアーなどを効果 ・浜田市場競り見学や企業大学見学ツアーも充実 　ナーやインターシップなど効果的に実施

 　握に努め、進路目標の早期設定に努め 　させ、生徒の進路意識や漁業、魚加工や資源増 　されている。 
　る。 　殖の興味関心を高めることができた。  
・進路情報の収集と整理を適切に行い、 ●学校重点目標４について 

②将来の進路を見据えて 　最新の情報を生徒・保護者および担任 進路 ・受験申請などの電子化を進めて、実施団体と連  ・資格試験用の教材については前年担当     
　資格取得へ向けて、情 　へ提供する。  　絡しながら順調に行うことができた。   Ｂ 　者と進路で導入教材について検討する。 １ 10  ・人権指導は基本ですので、継続してお願
　報の提供や指導体制を ・求人票を始めとする進路データの電子  ・生徒が余裕を持って受験申請ができるように情 ・タブレットによる個人申請も可能とな    　いしたい。 
　整備し、結果に繋げる。 　化を推進し、生徒端末からのアクセス 　報提供や申請の支援をしてきた。 　ったので、申請方法を変更を検討する。 ・①取り組みと達成状況の意味が分かりづ

　を可能とする。 　らい。進路において、面接の指導におけ
③生徒・保護者への自宜 進路 ・事業へ参加して互いの情報を交換できたが、事  ・求人票受付業務をスタッフ全員が行え    　る人権指導がきちんとできていると評価
　を得た進路情報を提供 　業所側へ本校の提供する情報準備が不十分だっ   Ｂ＋ 　るようにする。 ３ ７  １ 　できる。 
　し、早期の進路目標設 　た。 ・参加事業所に関する情報提供を主催者   
　定を支援する。 ・西部県民センターや雇用推進協議会の事業から 　に求め、効率の良い情報交換を目指す。

　生徒は最新の情報を得ることはできた。

                                     
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                                                        



                     　　　    評　　価　　計　　画                                           自　己　評　価                    外　部　評　価

   担当    学校関係者評価  
 重点目標 短期(本年度)努力目標 目標達成のための方策 及び 取組と達成状況 評 価 改　　善　　策 11名 提　言 ・ コ　メ　ン　ト 
   主管                                達成度  

A B C Ｄ Ｅ

4. ①あらゆる教育活動を通 ・計画的に各学年で人権･同和教育LHR 人権同 ・進路について選考結果に大きな問題は無かった。 ・ＬＨＲなどで生徒への啓発を継続して    ●学校重点目標５について 
人権教育、道 　し、人権意識・共生意 　を実施する。 和教育 ・ＬＨＲの指導案の内容について調整した。   Ｂ 　行っていきたい。 ８ １ ２  
徳教育、特別 　識を育み、社会性を身 ・定期的に人権･同和教育だよりを発行  ・人権・同和教育だよりの発行回数が少なかった。 ・人権・同和教育だよりを少なくとも学 ・幼小中との関わりや、地域の企業や研究
支援教育を根 　につけさせる。 　する。 　期に１回の発行を目指す。 　機関等との連携が多く見られ、今後も引
育活動の推進 ・教職員を対象に人権・同和教育の研修 　き続き、生徒たちの学びを広げていって

　会を実施する。 　欲しいなと思います。 
②校内組織および支援体 人権同 ・貧困問題を意識しながら、子どもの権利条約や  ・保健部や生徒部と連携して障がいのあ   ・積極的に活動されており、また盛況に開
　制を充実し、研修や啓 和教育 　進路保障に関する研修を計画した。   Ｂ 　る方やＳＮＳのトラブルについての情 ８ ３ 　催され生徒からもやりがいをもって参加
　蒙など計画的な取り組  　報を発信していきたい。 　していることを感じる。 
　みを行う。 ・楽しい雰囲気の職場になるよう、引き ・コンソーシアムと共に水産高校の魅力を

　続き取り組んでいきたい。 　発信され、生徒も商品開発などの取り組
　みを頑張っている。 

5． ①魅力ある教育活動を積 ・オープンスクール、ホームページ・Ｓ 総務 ・suisuiペーパーは毎月作成し、地域の方から好   Ｂ＋ ・学校案内もページを増やし、より多く   ・食品流通科の内容として地元の力を借り
水 産 ･海 洋 教 　極的に情報発信し、生 　ＮＳ等を充実させ、生徒募集を活発化  　評であった。 　の学校情報の発信を継続していく。 ５ ６ 　て開発製造に力を入れてより良い食品を
育を担う学校 　徒募集に努める。 　する。  ・予定した体験航海は実施することができた。 ・市内の出前授業や出迎え授業をＰＲし 　考えて欲しい。 
として、地域  ・園児・中学生の体験航海を充実させ　 各科 ・課題研究等で地域の企業と連携した取り組みが 　て１つでも多く増やす。 ・SuiSuiペーパーには写真が多いので良
と共に活力あ  　る。 　増え、生徒と大人との関わる場面が増えた。 ・生徒や地域の方の写真の掲載等に気を 　い。 
る学校づくり  ・課題研究では、すべての活動について ・市内の出前授業数を増やすことができなかった。 　つけ、引き続き積極的に発信を行いた ・体験入学の参加人数の増加を図る。 
の推進   　外部と連携したものとする。 　 　い。 ・校外での学習発表会・実習製品の販売活
  ・生徒自身が出前授業や出迎え授業を行 　動は広く市民に水高の教育活動を理解し
  　い、本科の取り組みを伝える。 　てもらうのに効果的である。 
  ・生徒が主体的に地域活動へ参加でき　 ・課題研究等、年々その質があがり、成果

　る取り組みを行う。 　が色々なところで認められていることは
　素晴らしい。「水産浜田」の今と未来を

②コンソーシアム、学校 各科 ・市内の出前授業数は増やすことはできなかった  ・今後も寮生から様々な企画提案を発信     　自分の言葉で熱く語れる生徒が育って欲
　運営協議会と連携をし、  　が、出迎え授業は昨年度より多く実施できた。   Ｂ＋ 　できるよう取り組む。 ４ ７  　しい。 
　地域との繋がりをより  ・今年度も「しまねふるさとフェア」「水高祭」「ま   ・活動の様子をインスタグラム等への更    ・学校の施設・設備を活用した関係機関と
　いっそう深め、開かれ 舎務 　ちづくりセンターの連携事業」等のイベントに  　新を滞っていたので、来年度は積極的    　の連携事業を継続して実施してほしい。 
　た学校づくりを推進す  　参加し地域連携を行った。  　に発信していきたい。     
　る。  ・寮生の地域活動へ例年以上に生徒自らが自主的 ●学校重点目標６について 

　に参加することができた。  
・他の水産高校に比べるとInstagramの発

6. ①保護者連絡のデジタル ・公開授業、教員研修などを通し、ICT 教務 ・ＩＣＴ機器の活用した公開授業等により、スキ  ・ＩＣＴ支援員との連携により、業務改    　信が少なく感じる。動画が増えると良い。 
新しい時代に 　化について、適切に推 　スキルの向上を図り、授業改善に繋げ  　ルアップはできている。   Ｂ 　善を目指していきたい。 １ 10  ・日本を取り巻く情勢が激変している。学
対応した取り 　進する。 　る。  ・校務においても活用の幅が広がっている。   　校も更なる生きる力の育成が求められ　
組みの展開 ・ＳＮＳを利用した定期的な発信と周知 　る。 

　を行う。 ・SNS等による情報発信はより慎重に取
②教職員のＩＣＴスキル ・総合選抜入試・入学者選抜業務を円滑 各科 ・授業の様子を関係者間で共有し、学習環境を整 Ｂ ・インスタグラムの更新が滞った時期が  　り扱うべきで家庭状況によっては、個人
　の向上を図り、より一 　に行う。 　えた。 　あったので、工夫しながら更新する。 11 　を特定されないように現状も気をつけて
　層授業改善や業務改善 　いると思うが今後も注意して欲しい。 
　に繋げる。 ・情報発信（K科、S科、弓道部、神海丸

　など）に努める。 
③ＳＮＳを利用した情報 各科 ・ＳＮＳ等を活用した情報発信については、各科、  ・動画の閲覧数は静止画より多いので、   ・「浜田水産高校のオリジナリティ」と「他
　発信に取り組む。 　学校として概ね発信できていた。   Ａ 　動画の投稿数を積極的に増やす。 ６ ５ 　の水産高校と共通して求められるスキル

　の育成の対応状況」の双方について、発
　信していくと良いと思う。 

④新しい時代に対応した 教務 ・新たなシステムでの入試になり、不安要素はま  ・今年度の結果を検証し、次年度の選抜   ・SuiSuiペーパーは、「わかりやすく読み
　学科のあり方の検討を 　だあるが、対応できていた。   Ｂ＋ 　方法等について検討する。 10 １ 　やすく」を意識して作成されていて良い
　進める。 　と思う。 

 


